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胸腹面正中部には後方へ狭まる三角形の顕著な突
起があり，後方は前脚基節に挟まれる（図 4B）．
中脚基節は左右大きく離れ，その間は前方へ向かっ
て幅広い突起となっている．突起の先端正中部に
は三角形に近い小さな凹陥があり，前胸腹板突起
の先端部が収まるようになっている．
中脚後方の中胸腹板には浅いくぼみがあり，中
脚を収納した場合にはぴったりとおさまって，腹
面の平面が保たれるようになっている（図 4C，D）．
この部分の中胸腹板には，中脚脛節ばかりでなく
跗節が収まる凹陥までも用意されている．この凹
陥は外側部分で，上翅側縁の腹面へ回り込んだ部
分へも達している．図 4Dの最も右側の節片が上翅
部分である．後脚後方にもやはり同様の，収容の
ための凹陥がみられる．この凹陥は第 4，5腹節腹
板にまたがっている．

考察
本種はいくつかの種の広葉樹樹液に集まること
が知られているが，イイギリからの採集記録は初
めてと思われる．採集記録が 1例ではなく，複数
であることから，本種がイイギリの樹液に来集す
ることは確実と思われる．
本種成虫について走査型電子顕微鏡を用いて観
察を行ったところ，以下の点が明らかになった．1）
本種の背面，前胸背から上翅背面にかけて，浅い円
形の粗い点刻がまばらに散布される．2）点刻内部（端
部）には両側棘状または鋸歯状の短毛 1本を生じて
いる．3）本種の腹面，中脚と後脚後方には，それ

ぞれの脚の脛節および跗節を収納するための，浅い
が非常に輪郭のはっきりした凹陥を生じている．
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＜追記＞
脱稿後，下記の報文に同種の針葉樹樹液からの採集記録が

あることを知ったので，追記しておく．本報文は千葉県から

本科，本種の初記録であり，君津市の 2地点から本種 6個体

を採集，うち 2個体はモミの樹液に来ていたとのこと．

斉藤明子・鈴木　勝，2013. 東京大学千葉演習林で採集した
甲虫類(1)．房総の昆虫，(51): 38–40．

【短報】小笠原諸島向島におけるヨツモンハナノミ
の記録
ヨツモンハナノミ小笠原亜種 Variimorda ihai 

boninensis Nomuraは父島と母島，それに父島列島
兄島 (Sugiura et al., 2009) から知られているが，筆
者らの 1人，永野は母島列島の向島から採集した
ので，本島からのはじめての記録として報告する．

1♂，小笠原群島向島，19-VI-2012, 永野裕採集（神
奈川県立生命の星・地球博物館収蔵予定）．
この個体は，林内のギャップにおいて，ヤロード，
アカテツ，コヤブニッケイ，オガサワラビロウ等の
葉をスウィーピングした際に得られたものである．
なお上記は，環境省による「平成 24 年度小笠原
群島母島及び離島の希少野生動植物生息生育状況
等総合調査」で採集されたものである．調査を実
施するにあたりお世話になった，環境省小笠原自
然保護官事務所の山下淳一氏，自然環境研究セン

ターの岸本年郎博士にお礼を申し上げる．
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